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1. はじめに 

 

長い間、世界中で地球温暖化が問題となっている。地球

温暖化の影響で極地方の氷が融け、巨大化した台風やハリ

ケーン、熱波や洪水などが起こっている。このような、地

球温暖化が進行していると感じられる現象による悪影響は、

世界中の様々な世界中の様々な所で起きている。それらの

悪影響は、様々な分野にわたって世界中の人々の暮らしに

密接にかかわっている。 

将来的な地球温暖化が地球環境に今より悪影響を与える

恐れがあると考えられている。そのため、上記の現象と地

球温暖化との関係性および、その対応策は多くの研究が行

われている。しかし、地球温暖化が与える文化面、経済面、

学力面などの社会現象への影響については、まだ研究の余

地があると思われる[1]。 

そこで、本研究は気象データを分析し、文化面などの今

まで気象データとの関係性が明らかにされてこなかった社

会現象と気象データの関係性を発見し、その関係性がもた

らす社会的な利益に寄与することを目的とする。 

 

2. 比較研究 

 

本研究では、気象データとの今まで関係が明らかにされ

ていなかった関係性について考えるため、多くの人が直感

的に比較的わかりやすい相関係数や Accuracy, precision, 

recall, F-value を使用することとした。グラフにできるよう

な値のあるデータは相関係数、値のないデータは Accuracy, 

precision, recall, F-value を使用し比較する。 

比較した結果、関係性が明らかになっていない社会現象

と気象データの相関係数や F-value が大きいなら関係性が

あり、この事実が社会の利益に寄与することになるだろう。 

また、比較結果が低い場合でもなぜ低いのかを考察するこ

とで社会貢献になるだろう。 

例えば、マグロの月の価格などがある。マグロの旬は

12-2 月であるので、多くの都市では 12-2 月の価格が高い。

しかし、12-2月 のマグロの旬の季節よりも 8,9 月のよう

な夏の方が価格が高い都市がある年がある。このような場

合、季節という要素ではなく気象と相関があるかもしれな

いと考えられる。 

 

3. 気象データ 

 

本研究は、広い種類と長い年月のデータを扱いやすいと

いう理由から日本の気象データで行うことにした。気象庁

のホームページにて取得した、AMeDAS、官署(気象台等)

のデータを使用する。現在、気象に関するデータは気象庁 

等によって組織的に収集しデータベース化されている。そ

の中の主なデータ収集方法を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.気象データ収集方法 

AMeDAS 

アメダス(AMeDAS) とは「Automated Meteorological Data 

Acquisition System」の略で、「地域気象 観測システム」と

いう。雨、風、雪などの気象状況を時間的、地域的に細か

く監視するために、降水量、風向・風速、気温、日照時間 

の観測を自動的におこない、気象災害の防止・軽減に重要

な役割を果たしている。 

 

気象台 

全国約 60 か所の気象台・測候所では、気圧、気温、湿

度、風向、風速、降水量、積雪の深さ、降雪の深さ、日照

時間、日射量、雲、視程、大気現象等の気象観測を行って

いる。雲、視程、大気現象等は観測者が目視によって観測

しているが（一部の気象台を除く）、その他は地上気象観

測装置によって自動的に観測を行っている。また、全国約

90 か所の特別地域気象観測所では、地上気象観測装置によ

る自動観測のみを行っている。 

 

図 1 北海道の月平均データ 
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3.2.利用する気象データ 

気象庁のホームページから取得したデータは、1872 年か

ら 2019 年までの 147 年間あり、各年に気温、降水量、日

射/日照、積雪/降雪、風速、湿度/気圧、雲量/天気の 7 種

類用意されている。さらに、7 種類のデータは月平均や月

の最高最低などのデータに変換して都道府県ごとに、csv

ファイルでダウンロードすることができる[2]。 

気象庁では、主に気象データを扱うとき、複数年にわたる

期間で行う統計は 30年間のデータを使用している[2]。そ

れに合わせて本研究でも 30 年分の気象データを使用する

ことにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、地理的に広い範囲のデータを対象とすることで

様々な視点から変化を分析することができると考えたため、 

各県庁所在地の気圧、降水量の合計、日照率、風速、現地

気圧、雲量のデータを使用した。気象庁のデータは 7種類

あるのにもかかわらず、この 6種類を扱うことにした理由

は、積雪/降雪のデータの抜けが多かったため分析対象とし

ては適していないと判断したからである。風速もデータの

抜けがあるが積雪/降雪ほど多くなかったため使用すること

にしたが、これから分析していく中で使用するかしないか

を決定していく。  

取得したデータの例を図 1に表形式で示す。図 1 は、気

象庁のデータダウンロードオプションの一つである月平均

を使用した北海道の気温である。比較対象データによって

ダウンロードオプションを変更できる。 

 図 2 は北海道の月平均気温のグラフである。このグラフ

は全都道府県、すべてのデータで書くことができる。 

3.比較対象データ 

多くの日本の公開データは年平均や男女、年齢ごとに分

かれているものが多く、時系列データが少ないため気象デ

ータとの比較には向いていない。そのため、比較対象には

yahoo finance、e-stat のデータを使用することにした。しか

し、現在データをとって分析ができていないため使用する

データは変更される可能性がある。 

Yahoo finance のデータは yahoo が提供している api でダ

ウンロードすることができる。ダウンロードできるデータ

の形式は jsonであり図 3 のような形でダウンロードできる。 

Yahoo finance のデータは市場、株式、ニュース、会話の

4 種類ある。株式では各株の詳細情報、市場では収益情報

などを取得することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e-stat のデータは国土・気象、人工・世帯、労働・賃金、

農林水産業、鉱工業、商業・サービス業、企業・家計・経

済、住宅・土地・建設、エネルギー・水、運輸・観光情報

通信・科学技術、教育・文化・スポーツ・生活、行財政、

司法・安全・環境、社会保障・衛生、国際、その他の 17

種類ある。周囲が豊富で月別にデータが取得できるため気

象と比較する対象データと最適なものがそろっていると考

えられる。 

4. 今後の課題 

 

図 2 は図 1 をグラフにしたものである。このグラフでは

データ数が多すぎるため、夏の気温が高い、冬の気温が低

い年あるということくらいしかわからない。そのため、ま

ずはこのグラフで相関をとり、基準を設定して期間を短く

する必要があるだろう。また、図 2 のグラフはこのままで

は見にくい。見やすくするために各対の値に点をつける、

1 年ごとにグラフの色を変える、横軸を見て何月の点なの

かわかるようにするなどして見やすくしていきたい。 

図 3 のままでは区切りが見にくくデータが何を示してい

るかよくわからない。そのため、エンコーダ、デコーダし

json 形式のデータをオブジェクト化する必要がある。 

前述したデータより文化的な社会現象データを取得した

い。そのために、twitter などを使用することを考えた。比

較的毎日つぶやかれている単語を検索し、ツイート数の統

計を取りことで文化的な社会現象データを取得できると考

えている。 
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図 2 北海道の月平均気温グラフ 

 

 

図 3 json形式の finance data 
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